職　務　経　歴　書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
20xx年xx月xx日現在

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　○○ ○○
■職務概要
自動車部品メーカーで、生産計画および部材調達計画立案業務、生産管理業務を経験してまいりました。その後、生産統括部門の課長として、市場に即した新製品の投入計画、実際に市場に投入するまでの生産管理業務を統括しました。
また、海外進出プロジェクトメンバーとして、戦略立案、拠点立上げ支援業務も経験しています。
■職務経歴
□20xx年xx月～現在　　○○○○株式会社

事業内容：自動車部品製造・販売
　資本金：□□□億円、売上高：□□□□億円（20●●年度）
従業員数：□□□名

	期間
	業務内容

	20xx年●月

　～

20xx年●月
（●年●ヶ月）
	生産管理部　　　　（部長以下　16名）

	
	自動車用内外装樹脂部品の完成車メーカー向け部品生産管理を担当。

対象車種　：　乗用車５～１０車種

・完成車メーカーとの設計調整

・マイナーチェンジに応じた部品生産設備の設計変更調整

・試作／量産での各種設計変更の生産工場調整

・各生産ラインの生産計画立案とその進捗管理、問題発生時の対応

・完成車メーカーと工場に対する発注管理、納期管理



	20xx年●月

　～

現在

（●年●ヶ月）
	生産統括部　生産管理課　　課長　　（課長以下8名）

	
	・完成車メーカーとの設計内容調整

・マイナーチェンジに応じた部品生産設備の設計変更調整　　（対象15車種）
・完成車メーカー向けアフターサービス部品の生産計画調整と在庫管理

　（月次棚卸、年次棚卸対応）

・新車開発プロジェクトの試作部品生産管理と量産化の投資費用試算・生産計画策定
・販売計画に基づく需給予測と生産計画の立案
・新車部品の生産管理と費用管理

　　　　設備費用回収率　　平均120％達成
　　　　得意先原価削減　　最大35％達成
・海外投資計画の立案・評価

　　　　ベトナムにおける合弁会社設立の生産計画、フィージビリティスタディ

　　　　既存海外生産拠点への設備導入計画設計

・海外生産拠点立上げ支援

　　　　日本国内生産と海外生産の生産計画設計

　　　　設備および技術の海外移転計画・コスト試算のとりまとめ

　　　　海外生産立上げまでの現地コーディネイトおよび管理指導
　　　　販売計画に基づく需給予測と生産計画の立案



□20xx年xx月～20xx年xx月　　株式会社◆◆◆◆

事業内容：医療機器製造・販売
　資本金：□□□億円、売上高：□□□□億円（20●●年度）

従業員数：□□□名

	期間
	業務内容

	20xx年xx月

　～

20xx年xx月

（●年●ヶ月）
	20××xx月
　　　新卒社員として入社

6ヶ月の研修後、歯科用機器の生産管理業務を先輩社員と共に担当
　　　・生産計画の立案、進捗管理（多品種少量、セル生産方式）
　　　・開発部門と連携した部品の設計変更検討
　　　・新製品の試作から量産までの生産準備（冶具・工具設計、作業マニュアル作成）
・製品の修理対応に伴う顧客のクレーム対応
・ISO9001の取得準備メンバーとして、部品管理、工程管理の見直し、部品入出庫システム

および工程管理マニュアル作成を担当
担当製品　：　歯科治療用ユニット、歯面清掃器、レーザー機器




■活かせる経験・知識
・マネジメントスキル

事業計画に基づいた利益、売上、生産高を達成するため、生産設備、スタッフ配置、外注業者等の全体最適化を考え、具体的な計画を立て、製造部門とすり合わせの取りまとめ役として牽引して参りました。

そのなかで、所属部署メンバーが自主性とモチベーションを持って日常業務に携われるように、各項目別に目標設定を一緒に決め、達成感を実感できる職場環境作りに努めて参りました。

・業務改善スキル

生産管理システム導入により、各工程進捗の見える化及び納期短縮を実現しました。
企画部門・設計部門・製造部門の各部署でリアルタイムに進捗状況を共有することが可能になり、生産スケジュー

ルの見直しや、コスト調整などについて迅速に対応することが出来るようになり、生産効率の大幅向上を実現しま
した。
■資格・スキル
・ＴＯＥＩＣスコア　　８００（20xx年xx月）
　・第一種衛生管理者　（20xx年xx月）
■自己ＰＲ

　開発～製造までの流れを理解したうえで、事業予測・コスト管理など事業全体の方向性を見極める経験と能力持っていることが大きな強みです。
　また、クライアントや外注先との関係構築を重視し、生産情報収集、トラブル時の対処法など多面的なソリューション考察力を身につけております。

　中国・東南アジア・北米など海外市場と連携した業務経験もあり、それぞれの市場理解をベースに、生産性および収益性の向上のための具体策を講じることが可能です。

以上

あまり、限定せずに簡潔に！
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